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成じ
ょ
う
ど
う
え

道
会　

十
二
月
八
日

　

成
道
会
は
、
花
ま
つ
り
（
灌
仏
会
）、
涅
槃
会
と
並
ぶ
、
釈

尊
三
大
法
要
の
一
つ
で
す
。
成
道
と
は
、
悟
り
を
開
く
と
い
う

意
味
で
す
。
つ
ま
り
、
成
道
会
と
は
、
お
釈
迦
さ
ま
が
悟
り
を

開
か
れ
た
こ
と
（
成
道
）
を
記
念
し
て
行
う
法
会
な
の
で
す
。

　

お
釈
迦
さ
ま
が
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
の
菩
提
樹
の
下
で
悟
っ
た

真
理
は
縁
起
の
理
論
（
苦
し
み
を
巡
る
因
果
関
係
）
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
仏
教
の
根
本
原
理
と
さ
れ
る

「
四
諦
八
正
道
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
苦
し
み
に
関
す
る
４

つ
の
真
理
と
、
苦
し
み
を
消
滅
す
る
た
め
の
８
つ
の
実
践
方
法

で
す
。

仏
名
会

　

仏
名
会
は
、
歳
末
に
私
た
ち
が
こ
の
一
年
で
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
作
っ
て
し
ま
っ
た
罪
業
を
懺
悔
す
る
法
会
で
、
過

去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
諸
仏
の
名
を

と
な
え
、
滅
罪
生
善
を
祈
る
法
要
で
す
。
奈
良
時
代
に
初
め
て

宮
中
で
つ
と
め
ら
れ
、
平
安
時
代
に
は
宮
中
で
の
恒
例
行
事
と

な
り
、
そ
の
後
、
各
地
に
広
ま
り
、
寺
院
な
ど
で
も
つ
と
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
一
年
を
通
し
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
で
は
、
一
年
を
通
し
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

年
中
行
事
と
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
季
節
や
時
期
に
行
わ
れ
る
行
事
の
こ

年
中
行
事
と
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
季
節
や
時
期
に
行
わ
れ
る
行
事
の
こ

と
で
、
古
く
か
ら
季
節
毎
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
現
在
ま
で
受

と
で
、
古
く
か
ら
季
節
毎
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
現
在
ま
で
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。  

　
年
末
年
始
の
浄
土
宗
の
仏
教
行
事
で
は
、

　
年
末
年
始
の
浄
土
宗
の
仏
教
行
事
で
は
、
仏仏ぶ

つ
み
ょ
う
え

ぶ
つ
み
ょ
う
え

名
会
名
会
、
除
夜
、

、
除
夜
、
修修し

ゅ
し
ょ
う
え

し
ゅ
し
ょ
う
え

正
会
正
会
、、

御御ぎ
ょ
ぎ
ょ

忌忌きき

会会ええ

な
ど
が
あ
り
、
西
願
寺
の
こ
の
季
節
の
年
中
行
事
と
し
て
は
、

な
ど
が
あ
り
、
西
願
寺
の
こ
の
季
節
の
年
中
行
事
と
し
て
は
、

こ
の
他
に
七
草
粥
の
会
、
節
分
会
法
要
な
ど
年
始
を
彩
る
季
節
の
行
事

こ
の
他
に
七
草
粥
の
会
、
節
分
会
法
要
な
ど
年
始
を
彩
る
季
節
の
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始 

お
寺
の
行
事
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◆
西
願
寺　

新
年
開
運
七
草
粥
の
会�

�

一
月
七
日

◆
西
願
寺　

厄
払
い
節
分
会
法
要�

�

二
月
二
日
（
２
０
２
５
年
）

問　

西
願
寺
で
は
、
毎
年
年
明
け
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
も
参
加
で
き
る
七
草
粥
の
会
と

節
分
会
法
要
を
行
っ
て
い
ま
す
が
ど
の
よ
う

な
会
に
な
り
ま
す
か
？

住
職　

七
草
の
節
句
は
春
の
七
草
と
言
わ
れ

る
七
種
類
の
野
菜
や
薬
草
が
入
っ
た
お
粥
を

食
べ
て
一
年
の
健
康
を
願
う
伝
統
的
な
行
事

で
す
が
、
西
願
寺
の
新
年
開
運
七
草
粥
の
会

は
地
域
の
七
カ
所
の
寺
社
を
巡
る
七
福
神
め

ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
一
緒
に
楽
し
め
る
よ

う
に
て
い
ま
す
。
七
カ
所
の
寺
社
で
そ
れ
ぞ

れ
御
朱
印
を
頂
き
最
後
に
西
願
寺
に
戻
っ
て

七
草
粥
を
食
べ
ま
す
。
令
和
七
年
は
平
日
の

開
催
な
の
で
す
が
是
非
参
加
し
て
頂
き
た
い

で
す
。

問　

来
年
（
令
和
七
年
）
は
２
月
２
日
が
節

分
に
な
る
の
で
す
ね
。

住
職　

そ
う
で
す
ね
。
令
和
七
年
の
立
春
は

２
月
３
日
な
の
で
、
そ
の
前
日
が
節
分
に
あ

た
り
ま
す
。
で
す
か
ら
今
度
の
西
願
寺
で
行

う
「
厄
払
い
節
分
法
要
」
も
２
月
２
日
に
行

い
ま
す
。
本
来
、
季
節
の
節
目
で
あ
る
立
春
、

立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
前
日
の
こ
と
を
言
う

の
で
す
が
、
旧
暦
で
は
春
か
ら
新
し
い
年
が

始
ま
っ
た
た
め
大
晦
日
と
同
様
に
年
の
節
目

と
し
て
特
に
大
切
に
考
え
ら
れ
「
節
分
」
と

言
う
と
こ
の
立
春
の
前
日
を
言
う
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
よ
。
い
つ
も
お
話
し
す
る
事

な
の
で
す
が
節
目
節
目
の
行
事
は
ハ
レ
と
ケ

の
「
ハ
レ
」
に
あ
た
る
日
で
す
。
気
持
ち
を

リ
セ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
「
日
々
の
生
活
を
反

省
し
気
持
ち
を
新
た
に
誓
い
を
た
て
る
」
そ

ん
な
風
に
迎
え
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

除
夜　

十
二
月
三
十
一
日

　

晦
日
は
「
月
の
末
日
」
の
こ
と
で
、「
三

十
日
」
と
も
書
き
ま
す
。「
大
晦
日
」
は
一

年
に
一
度
の
特
別
な
末
日
な
の
で
「
大
」
を

つ
け
て
「
大
晦
日
」
と
言
い
ま
す
。
大
晦
日

は
、旧
年
を
除
き
去
る
と
い
う
意
味
か
ら「
除

日
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
除
日

の
夜
な
の
で
十
二
月
三
十
一
日
の
夜
を
除
夜

と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

修
正
会　

一
月
一
日

　

正
月
の
初
め
、
天
下
泰
平
や
人
々
の
幸
運

を
祈
り
行
う
法
要
で
す
。
宗
派
を
問
わ
ず
行

わ
れ
、
浄
土
宗
で
は
、
天
下
和
順
で
は
じ
ま

る
『
無
量
寿
経
』
の
一
節
が
読
ま
れ
ま
す
。

法
然
上
人
御
忌　

一
月
二
十
五
日

　

建
暦
二
年
（
１
２
１
２
年
）
一
月
二
十
五

日
に
八
十
歳
で
往
生
さ
れ
た
浄
土
宗
の
宗
祖

法
然
上
人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
遺
訓
の
『
一

枚
起
請
文
』
を
拝
読
し
営
ま
れ
る
法
要
で
す
。

丹羽義昭住職
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明
治
十
年
頃
ま
で
一
月
に
営
ま
れ
て
い
た
御
忌
法
要
は
現
在
、
総
本

山
知
恩
院
や
大
本
山
増
上
寺
な
ど
で
は
、
宗
祖
法
然
上
人
の
御
忌
大
会

（
ぎ
ょ
き
た
い
え
）
と
し
て
毎
年
四
月
に
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
参
考
：
浄
土
宗
【
公
式
サ
イ
ト
】https://jodo.or.jp/

法
然
上
人
最
後
の
教
え
「
一
枚
起
請
文
」 

　

建
暦
二
（
１
２
１
２
）
年
一
月
二
十
三
日
、
病
の
床
に
伏
し
て
い
た

法
然
上
人
は
、
弟
子
の
一
人
で
あ
る
源
智
の
「
最
後
の
教
え
を
期
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
願
い
に
よ
り
筆
を
と
り
『
一
枚
起
請
文
』
を
し
た
た

め
ま
し
た
。
わ
ず
か
二
〇
〇
文
字
余
り
の
こ
の
文
章
の
中
に
は
、
浄
土

宗
に
お
け
る
念
仏
の
神
髄
が
凝
縮
さ
れ
、
ま
た
、
法
然
上
人
の
お
心
そ

の
も
の
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
中
に
は
、
浄
土
宗
の
お
念
仏
を
と
な

え
る
際
の
心
の
持
ち
方
や
、
お
念
仏
を
は
じ
め
と
す
る
行
の
あ
り
方
が

記
さ
れ
、
文
末
に
は
、「
証
の
た
め
に
両
手
印
を
以
っ
て
す
」
と
あ
り

両
手
の
判
を
押
し
上
人
自
身
が
証
明
し
、
法
然
上
人
滅
後
に
誤
っ
た
教

え
が
広
ま
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
一
枚
起
請
文
を
の
こ
さ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

法
然
上
人
は
、
一
枚
起
請
文
を
し
た
た
め
ら
れ
た
二
日
後
、
建
暦
二

（
１
２
１
２
）
年
一
月
二
十
五
日
、
京
都
・
東
山
の
吉
水
で
往
生
さ
れ

ま
し
た
。

　
『
一
枚
起
請
文
』は
、法
然
上
人
の
お
誓
の
文
章
で
あ
る
こ
と
か
ら「
御

誓
言
の
書
」
と
も
呼
ば
れ
、
上
人
の
両
手
の
印
が
押
さ
れ
た
ご
真
筆
の

「
一
枚
起
請
文
（
法
然
上
人
真
筆
御
遺
訓
）」
は
、
大
本
山
・
く
ろ
谷 

金
戒
光
明
寺
（
京
都
）
に
大
切
に
保
管
さ
れ
毎
年
四
月
に
お
勤
め
さ
れ

る
御
忌
法
要
に
於
い
て
一
般
内
拝
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

建
暦
二
（
１
２
１
２
）
年
、
浄
土
宗
の
宗
祖
法
然
上
人
は
八
十
歳
で

往
生
さ
れ
一
月
二
十
五
日
は
上
人
の
御
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
御
忌
と
は
、

天
皇
や
皇
后
、
ま
た
高
僧
な
ど
の
年
忌
法
要
を
指
す
語
で
、
上
人
の
忌

日
法
要
を
正
式
に
「
御
忌
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
永
三
（
１

５
２
３
）
年
、
後
柏
原
天
皇
が
知
恩
院
に
送
っ
た
詔
書
に
「
毎
年
一
月
、

京
都
と
そ
の
周
辺
地
域
の
浄
土
宗
僧
侶
を
集
め
、”
法
然
上
人
御
忌
“
と

し
て
七
日
間
勤
め
よ
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
浄
土
宗

法
然
上
人
の「
一
枚
起
請
文
」
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仏
壇
の
お
手
入
れ

　

仏
壇
・
仏
具
の
お
掃
除
は
乾
拭
き
が
基
本

で
す
。
仏
壇
の
掃
除
は
、
毛
ば
た
き
で
ホ
コ

リ
を
払
っ
た
り
、
汚
れ
を
柔
ら
か
い
布
な
ど

で
ふ
き
取
り
ま
す
。

　

お
線
香
や
ロ
ウ
ソ
ク
の
煙
な
ど
に
よ
る
落

ち
に
く
い
汚
れ
は
、
ぬ
る
ま
湯
に
浸
し
た
柔

ら
か
い
布
を
固
く
絞
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合

も
水
気
を
残
さ
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
乾
拭

き
し
ま
す
。

　

隅
や
内
障
子
の
ホ
コ
リ
、
彫
刻
の
隙
間
は
、

毛
ば
た
き
や
筆
な
ど
を
使
い
払
い
落
と
し
ま

す
。
金
箔
部
分
は
、
手
の
油
分
や
汗
を
嫌
い
、

ま
た
傷
つ
き
や
す
い
の
で
直
接
手
で
触
れ
ず
、

布
で
拭
く
こ
と
も
し
ま
せ
ん
。

　

蝶
番
や
飾
り
金
具
の
部
分
は
、
特
に
塩
分

に
弱
い
の
で
、
手
で
触
れ
た
部
分
は
軽
く
拭

き
取
り
汚
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
専
用
の
洗

剤
な
ど
で
汚
れ
を
取
り
ま
す
。

仏
具
の
お
手
入
れ

　

仏
具
は
種
類
も
多
く
素
材
も
そ
れ
ぞ
れ
違

い
ま
す
。
塗
り
の
仏
具
は
シ
リ
コ
ン
ク
ロ
ス

や
綿
布
な
ど
、
柔
ら
か
い
布
で
乾
拭
き
し
ま

す
。
真
鍮
の
仏
具
も
布
巾
で
拭
き
取
り
ま
す
。

真
鍮
磨
き
や
専
用
の
洗
浄
剤
を
使
え
ば
光
沢

が
な
く
な
っ
た
も
の
も
輝
き
を
取
り
戻
せ
ま

す
。
燭
台
に
ロ
ウ
ソ
ク
の
ロ
ウ
が
た
ま
っ
た

時
は
、
ロ
ウ
除
去
液
な
ど
を
使
用
し
取
り
除

き
ま
す
。
香
炉
は
、
線
香
の
燃
え
残
り
な
ど

で
灰
が
汚
れ
て
い

る
時
は
、
灰
ふ
る

い
を
使
っ
て
灰
の

手
入
れ
を
し
ま
す
。

ふ
る
い
に
か
け
た

後
の
灰
の
表
面
は

灰
な
ら
し
で
き
れ

い
に
し
ま
す
。

ご
本
尊
の
お
手
入
れ

　

浄
土
宗
の
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
す
。
お

祀
り
す
る
阿
弥
陀
如
来
は
絵
像
で
も
彫
像
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
如
来
は
仏
壇
の
中

央
奥
、
須
弥
壇
に
安
置
し
、
そ
の
左
右
の
脇

壇
に
、
祖
師
法
然
上
人
と
善
導
大
師
の
二
祖
、

あ
る
い
は
観
音
・
勢
至
菩
薩
を
祀
り
ま
す
。

　

お
手
入
れ
は
、
ご
本
尊
も
毛
ば
た
き
や
筆

な
ど
を
使
い
ホ
コ
リ
を
払
い
ま
す
。
浄
土
宗

の
大
本
山
増
上
寺
で
も
、「
そ
の
年
の
一
年

間
に
増
上
寺
の
ご
本
尊
に
降
り
積
も
っ
た
埃

を
、
私
た
ち
自
ら
の
心
の
塵
や
垢
に
例
え
、

振
り
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
来
る
べ
き
新
年
を

清
ら
か
な
心
身
で
お
迎
え
さ
せ
て
頂
く
法

要
」
と
し
て
毎
年
12
月
に
「
お
身
拭
い
式
」

と
呼
ば
れ
る
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
。

綺
麗
に
整
え
ら
れ
た
仏
壇
で
清
々
し
い
気
持

ち
で
新
年
を
迎
え
た
い
で
す
ね
。

仏
壇
の
大
掃
除

浄
土
宗
実
践
教
室
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参加ご希望の方は、お気軽にお問合せ・お申込みください。

西願寺　TEL. 048-925-1723  FAX. 048-925-1789

遊馬・柳島
七福神めぐりウォーキング
（新年開運七草粥の会）のご案内 日時　令和7年2月2日(日）

10：00	 受付　　　
10：30	 節分会法要
11：30	 豆まき
令和７年度に前厄・本厄・後厄にあた
る善男善女の方は是非お申込みくださ
い。
冥加料 10,000円�  

（祈祷料／会食）
※�尚、豆まきのみ
のご参加は浄財
として賽銭（灯
明料）をお願い
致します。

 お知らせ
西願寺・彩の都メモリアルパークでは、
家族の一員として共に暮らしてきた愛
するペットたちの埋葬についてのご相
談も承っています。お気軽にお問い合
わせください。

厄払い節分会法要
（豆まき）のご案内

　毎年 秋の十三夜の
頃に開催される西願寺
のお月見チャリティー
コンサート。去る10月18日に開催された
第15回コンサートは、筑前琵琶の演奏が
行われました。目の前で聴く機会の少な
い琵琶の演奏は参加者の心に響く音色で
した。

日　時	 令和７年１月７日（火）
	 �※�10：00〜12：00の時間内で	

巡って頂きます。

参加費	 100円（※保険料として）

毎年恒例となった新
年開運七草粥の会。
コース内七か所の寺
社寺院を巡りゴール
の西願寺では七草粥
が振舞われます。

「虹の都」
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■
お
便
り
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集
■

編
集
部
で
は
皆
さ
ま
か
ら
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お
便
り
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
仏
事
の
疑

問
や
悩
み
ご
と
、
身
近
な
で
き
ご
と
や
日
頃
感
じ
て
い
る
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、
川
柳
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ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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が
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M
ail

：info@
io-co.net

■
次
号
予
告

次
号
は
令
和
七
年
二
月
発
行
予
定
の
「
春
号
」
で
す
。

掲 示 板

◎毎月25日
※1月1日㈬
◎1月7日㈫
※1月25日㈯
◎2月2日㈰
※2月15日㈯
◎3月17日㈪ 
	 〜23日㈰
※4月8日㈫
◎5月25日㈰
◎7月13日㈰ 
	 〜15日㈫
◎8月4日㈪
◎8月13日㈬ 
	 〜15日㈮
◎9月20日㈯ 
	 〜26日㈮
◎10月31日㈮
※11月23日㈰ 

※12月8日㈪
※12月25日㈭ 

◎印は予定をたてて是非ご参詣ください。
※�印は現在、寺だけで自主的に行っている法要です。

西願寺　令和7年　年間行事案内
18時〜別時念佛会
修正会（新年を迎えての法要）
開運七草粥の会・七福神巡り
法然上人御忌
節分会（豆まき厄払い）
涅槃会（お釈迦さまの命日）
春の彼岸会 

灌仏会（花まつり）
大施餓鬼会
お盆会 

合同新盆供養
旧盆会（13日合同盂蘭盆法要） 

秋の彼岸会 

十三夜お月見コンサート
十夜会（念仏をとなえて善根をつ
む法要）
成道会（お釈迦さまのお悟りの日）
仏名会（念仏をとなえて一年を反
省する法要）

彩の都メモリアルパーク管理事務所
年末年始休業のお知らせ
◆年末年始休業日◆

令和６年12月29日（日）〜
令和７年１月３日（金）

年末年始の休業期間は管理事務所に
おける事務手続き、電話問合せなど
の業務はおこなえません。
尚　墓所へのお参りは通常通り開門
しておりますのでご自由にご参拝く
ださい。

彩の都メモリアルパーク管理事務所
TEL.048-921-4194　FAX.048-921-4195
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６
年
逝
去

三
回
忌	

令
和
５
年
逝
去

七
回
忌	

平
成
31
年
逝
去	

	

令
和
元
年

十
三
回
忌	

平
成
25
年
逝
去

十
七
回
忌	

平
成
21
年
逝
去

二
十
三
回
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６
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し
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回
忌
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忌
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迎
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。
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も
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中
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「
明
治
」
の
文
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が
あ
り
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し
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が
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回
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。

　

さ
て
、
令
和
7
年
は
「
乙
・
巳
（
き
の
と
・
み
）」
年
。
巳

年
は
、
力
を
蓄
え
て
い
た
も
の
が
芽
を
出
す
「
起
点
」
と
な
る

年
、
脱
皮
す
る
特
性
と
併
せ
「
再
生
と
誕
生
」
を
意
味
す
る
年

と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
新
し
い
年
が
良
き
一
年
と
な
る

よ
う
願
い
西
願
寺
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
年
明
け
早
々
の

開
運
七
草
粥
の
会
や
2
月
の
節
分
会
法
要
に
足
を
運
ば
れ
て
み

る
の
も
よ
い
の
で
は
…
。
新
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

発
行
者
／

遊
馬
山
一
行
院
　
西
願
寺

〒
三
四
〇
ー
〇
〇
三
二　

埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
四
三
〇
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話  

〇
四
八
ー
九
二
五
ー
一
七
二
三　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
ー
九
二
五
ー
一
七
八
九

彩
の
都
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

〒
三
四
〇
ー
〇
〇
三
二　

埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
一
一
六
〇
ー
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話  

〇
四
八
ー
九
二
一
ー
四
一
九
四　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
ー
九
二
一
ー
四
一
九
五

企
画
・
編
集
・
製
作
／

西
願
寺　

丹
羽
義
昭
住
職

イ
オ
株
式
会
社　

西
願
寺
・
彩
の
都
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
通
信

「
さ
ん
が
」
編
集
部

発
行
者
／

遊
馬
山
一
行
院
　
西
願
寺

〒
三
四
〇
ー
〇
〇
三
二　

埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
四
三
〇
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話  

〇
四
八
ー
九
二
五
ー
一
七
二
三　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
ー
九
二
五
ー
一
七
八
九

彩
の
都
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

〒
三
四
〇
ー
〇
〇
三
二　

埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
一
一
六
〇
ー
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

電　

話  

〇
四
八
ー
九
二
一
ー
四
一
九
四　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
四
八
ー
九
二
一
ー
四
一
九
五

企
画
・
編
集
・
製
作
／

西
願
寺　

丹
羽
義
昭
住
職

イ
オ
株
式
会
社　

西
願
寺
・
彩
の
都
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
通
信

「
さ
ん
が
」
編
集
部

西願寺ホームページ http://www.saiganji.jp


